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1 背景と目的 
現在、大分駅南地区において、大分駅南土地区画整理

事業が行われており、この再開発事業における大分駅南

土地区では、新たに都市環境の整備と情報機能、交通結

節機能といった都市機能の集積が期待されると同時に、

地域性を重視した土地利用の実施が求められる。このこ

とより、大分駅南土地区画整理事業地区を中心に、個々

の事業に関する現況の把握と今後の地域内街区における

諸機能の立地、及び建築規模のシミュレーションを行い、

大分駅南地区の課題と可能性を調査・将来像の提案を行

う事を目的とする。 図 1 詳細模式図及び構成要素 

 
2 日本国内外の都市軸事例 

GoogleEarth と地図による確認を行い、主要な都市軸
であると考えられる大通り等を国内外で 31 事例選定し、 
各々の特徴・シンボルロードへの参考点の考察といった

調査を行う。その際、住居・オフィス等の建築物や並

木・歩道等の構成要素を模式化し、模式図として表現す

ることで、上空からの都市軸の様子を認識しやすくする。

加えて、都市軸沿いの建築物の高さ等を明確にするため、

模式断面図を作成し、各都市軸の分析を行う。 
 

2-1 国外の都市軸事例 図 2 簡略模式図及び構成要素 

国外の都市軸を 28 事例選定し、一例として、パリの
シャンゼリゼ通りを挙げる。 
図 1 は、上空から見た詳細模式図とその構成要素で、

図 2 は、詳細模式図を簡略化したものである。図 3 は模

式図内の断面 AB、CDの断面図とその構成要素である。 
 詳細模式図より、複数の構成要素を含んでいることが

確認でき、この都市軸は沿道の変化に富んでいることが

判断できる。さらに幅広い歩道が設けられ、歩行者が楽

しみを持って利用できるのではないだろうか。このシャ

ンゼリゼ通りを模範としている都市軸が存在する。他 27

事例についても同様にまとめた。 

 

2-2 国内の都市軸事例 

 
Consideration about the city axis formation of Oita city (part1) 
～From a world city axis～ 
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図 3 断面図及び構成要素 
国内の都市軸を 3事例選定し、一例として、札幌市の 
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図 7 カテゴリスコアプロット図 

大通公園を挙げる。図 4、図 5 に模式図、図 6 に断面図を

示す。火防線として，明治 4 年に設けられ，その後札幌

の街づくりの中心となっている。全長は、東西に 1.6km

である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央帯に公園を配し、両脇に道路・並木が広がる形態

であると判断できる。札幌市のシンボルとなる交通動脈

である。オフィスや店舗を数多く含む中高層ビルが立ち

並ぶ中での憩いの場となるである上、形態も大分駅南地

区のシンボルロードと類似している。ここでも、他 2 事

例について同様にまとめた。 

 

2-3 都市軸事例の類型化 
2-1 国外の都市軸事例、2-2 国内の都市軸事例で触れた

31 の都市軸事例の類型化を図る。数量化Ⅲ類を用いて

「並木」などの 10 要素のカテゴリデータ(図 7)から各都

市軸のサンプルスコアを算出し、これをもとにクラスタ

ー分析を用いて類型化を行う。横軸（第 1 軸）を「居住

空間に特化し、沿道の緑地帯・公園が多い傾向」、縦軸(第
2 軸)を「商業空間に特化し、緑地帯・公園が多い傾向」
と解釈し、各軸とも大きい数値ほどその傾向は弱くなる

ことを示す。その結果、大きく 4 分類（図 8）に分けるこ

とができた。各分類の特徴については、図 8 より、クラ

スター1は、周辺に建築物が少なく、沿道に緑地帯・公園 

が多い。クラスター2は、商業空間に特化しており、緑地 
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図 4 詳細模式図 

図 5 簡略模式図 

図 6 断面図 
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